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「
沖
縄
と
連
帯
す
る
旅
」
の
初
日
は
、
早
朝 

９
時
に
羽
田
空
港
を
発
ち
、
那
覇
空
港
で
は

沖
縄
県
退
職
者
連
合
の
三
役
と
「
美
世
志
会
」

の
梁
次
さ
ん
の
出
迎
え
を
受
け
ま
し
た
。 

 

直
ち
に
２
台
の
貸
切
バ
ス
に
乗
り
、
名

護
市
辺
野
古
に
向
か
い
ま
し
た
。
車
中
で

は
、
退
職
者
連
合
の
会
長
さ
ん
と
副
会
長

さ
ん
か
ら
「
沖
縄
の
歴
史
」
と
「
基
地
建

設
を
巡
る
現
情
況
」
に
つ
い
て
話
を
し
て 

             

               

も
ら
い
ま
し
た
。 

辺
野
古
で
は
、
ま
ず
海
上
工
事
が
進
む

大
浦
湾
を
見
た
後
、
米
軍
キ
ャ
ン
プ
・
シ

ュ
ワ
ブ
基
地
ゲ
ー
ト
前
で
抗
議
の
座
り

込
み
を
行
っ
て
い
る
テ
ン
ト
村
に
行
き
、

約
２
時
間
沖
縄
県
民
と
共
に
座
り
込
み

や
デ
モ
行
進
を
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
16
時
頃
に
「
沖
縄
と
連
帯
す 

る
旅
」
に
参
加
し
た
75
名
で
、
米
軍
基
地 

に
向
っ
て
日
米
の
両
政
府
に
「
怒
り
の
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
」
を
行
い
ま
し
た
。 
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安倍政権は、昨年「戦争法」を成立 
させ、今夏の参院選で「憲法改正」の 
足固めをしようとしています。こんな政治
は絶対に許してはなりません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

〔応募要領〕 
○の中に適当な文字を入れて下さい。 

 ヒントは、「ＯＢ会ニュース」をよく読 

んで、答えを見つけて下さい。 

 ハガキに答えと住所・氏名・ＯＢ会員番 

号を書いてご応募ください。 

 

＜宛て先＞〶 １５１‐８５１２ 

東京都渋谷区代々木２－２－６ 

ＪＲ新宿ビル 13ＦＪＲ東労組ＯＢ会 

 

＜賞品＞ 正解者の中から抽選で 33名の 

皆さんに下記の賞品が当たります。 
 
 １等 ３名 １万円のびゅう商品券 

 ２等５名 ５千円のびゅう商品券 
 ３等 10 名 3 千円のびゅう商品券 
 特別賞 15 名 1,000 円の図書券 

 

＜応募締切＞2016年1月25日（消印有効） 

＜当選発表＞次号№225 号（2 月号） 

新春ｸｲｽﾞ 
《 問 題 》 

 

いのちと人権を大切にす

る政治を取り戻すために、 

夏の❍❍❍議員選挙に勝利

しよう。 
 

 

 

 

「
辺
野
古
の
新
基
地
建
設
ハ
ン
タ
～
イ
」、「
沖
縄
県
民
と
共
に
闘
う
ぞ
」・
・
・
。 

11
月
30
日
夕
暮
れ
に
は
ま
だ
早
い
16
時
、
沖
縄
県
名
護
市
辺
野
古
の
米
軍
キ
ャ

ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
の
金
網
越
し
に
、
新
基
地
建
設
に
反
対
す
る
沖
縄
県
民
と
連
帯
す

る
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
の
会
員
や
、家
族
の
怒
り
に
満
ち
た
力
強
い
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ

ー
ル
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。 

今
回
沖
縄
の
辺
野
古
を
訪
れ
た
の
は
、
沖
縄
県
民
の
民
意
を
無
視
し
続
け
、
基
地

建
設
を
強
行
し
て
い
る
安
倍
政
権
に
対
し
、
連
日
早
朝
よ
り
米
軍
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ

ワ
ブ
ゲ
ー
ト
前
で
抗
議
の
座
り
込
み
行
動
を
続
け
て
い
る
沖
縄
県
民
に
連
帯
す
る

た
め
に
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
12
地
本
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
参
加
し
た
75
名
（
12
名
の
家
族
を

含
む
）
の
代
表
団
で
す
。 

２
泊
３
日
の
「
沖
縄
と
連
帯
す
る
旅
」
は
、
こ
の
日
の
辺
野
古
で
の
抗
議
行
動
を

含
め
、
二
日
目
以
降
も
予
定
通
り
進
め
ら
れ
、
大
成
功
の
内
に
終
え
ま
し
た
。 

      

県
退
職
者
連
合
の
お
世
話
で 

ＯＢ家族75名、沖縄県民と共に 



      

 

       

     

                

 

    

 
  

二
日
目
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
第
2
次
世

界
大
戦
で
悲
惨
な
地
上
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
沖
縄
の
戦
跡
巡
り
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
ず
向
か
っ
た
の
が
、
ひ
め
ゆ
り
平
和
祈
念 

資
料
館
。
そ
こ
で
ひ
め
ゆ
り
の
塔
に
献
花
し
た 

後
、
館
内
で
、
か
っ
て
の
沖
縄
陸
軍
病
院
で
看 

護
の
任
務
に
あ
た
っ
た
元
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊 

の
方
か
ら
、
当
時
の
体
験
談
を
聞
き
ま
し
た
。 

ま
た
館
内
に
展
示
し
て
あ
る
沖
縄
戦
で 

亡
く
な
っ
た
女
学
生
達
の
顔
写
真
の
前
で
、

そ
～
っ
と
涙
を
拭
く
参
加
者
の
家
族
の
姿
も

あ
り
ま
し
た
・
・
・
。 

 

旅
の
一
行
は
そ
の
足
で
、
約
３
万
人
の
沖 

縄
県
民
の
遺
骨
が
眠
る
「
魂
魄
の
塔
」を
訪
れ 

ま
し
た
。
こ
こ
で
も
献
花
を
し
た
後
、
梁
次
さ 

ん
の
説
明
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。 

そ
の
後
沖
縄
戦
の
激
戦
地
と
な
っ
た
摩
文 

仁
の
丘
に
あ
る
県
営
平
和
祈
念
公
園
を
訪 

れ
ま
し
た
。 

昼
食
は
、
琉
球
ガ
ラ
ス
村
で
と
り
ま
し
た
。 

                

 

旅
の
３
日
目
は
生
憎
の
雨
で
し
た
が
、

予
定
通
り
首
里
城
を
見
学
し
ま
し
た
。 

午
後
に
は
雨
も
止
み
、
国
際
通
り
で
食
事 

を
と
り
、
16
時
50
分
に
羽
田
空
港
に
戻
り
、

沖
縄
県
民
と
の
連
帯
と
戦
跡
巡
り
の
旅
は
無

事
終
了
し
ま
し
た
。 

                                 

                    
  

 

  

来
賓
に
は
鈴
木
地
本
委
員
長
、
本
部
Ｏ
Ｂ

会
よ
り
戸
谷
副
会
長
と
本
田
事
務
局
次
長
、 

 

             

                                       

大
宮
地
本
Ｏ 

Ｂ
会
が
今
回
紹 

介
す
る
有
名
人 

は
、
大
和
田
孝
一 

さ
ん
で
す
。 

大
和
田
さ
ん
は
、
国
鉄
に
就
職
し
て 

か
ら
Ｊ
Ｒ
を
退
職
す
る
ま
で
、
一
貫
し
て
駅

駅
職
場
に
従
事
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
間 

駅
の
分
会
役
員
を
務
め
、
退
職
間
際 

に
は
宇
都
宮
線
駅
連
合
分
会
の
分
会
長 

に
就
任
し
、
若
手
の
育
成
や
政
策
フ
ォ
ー 

ラ
ム
を
取
り
組
み
、
営
業
職
場
の
労
働
環 

境
の
改
善
の
た
め
に
活
動
を
し
て
き
ま 

し
た
。 

   

し
た
。 

大
和
田
さ
ん
は
現
在
茨
城
県
桜
川
市
に
住 

ん
で
お
り
、
田
畑
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な 

環
境
の
中
で
の
ど
か
に
生
活
し
て
い
ま
す
。 

腰
を
痛
め
て
60
才
で
退
職
し
ま
し
た
が
、 

   

地
元
で
は
そ
の
人
望
を
買
わ
れ
、
様
々
な
役
員 

に
推
挙
さ
れ
て
い
ま
す
。 

今
は
自
治
会
長
や
青
少
年
育
成
の
会
長
と
就

し
て
、
特
に
青
少
年
育
成
の
た
め
に
県
や
市 

役
所
を
駆
け
回
っ
て
い
ま
す
。 

て
く
れ
ま
し
た
。 

   

会
の
事
務
局
の
主
要
な
メ
ン
バ
ー
と
な
っ 

て
運
営
に
携
わ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
Ｊ
Ｒ
６
社
共
催
の
Ｄ
Ｃ
キ
ャ 
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そ
の
一
方
で
農
業
に
従
事
す
る
者
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
改
革
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
危
機
感
を
も
っ
て

お
り
、
た
し
ろ
参
議
院
議
員
の
活
動
に
期
待

感
を
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
点
か
ら
も
、 

大
宮
地
本
Ｏ
Ｂ
会
員
と
し
て
宇 

都
宮
線
駅
連
合
の
Ｏ
Ｂ
会
の 

仲
間
に
働
き
か
け
、
た
し
ろ 

議
員
を
応
援
す
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

現
在
61
才
。
腰
痛
と
向
き
合
い
な
が
ら
農

業
を
営
む
一
方
、
地
域
に
貢
献
す
る
活
動
や

Ｏ
Ｂ
会
活
動
に
精
を
出
す
元
気
者
で
す
。 

（
桜
川
市
在
住
・
大
和
田
孝
一
・
61
歳
） 

   

         

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

大宮地本ＯＢ会 

地

域

に

貢

献

し

て

 

 

 

 

12 月 15日ＪＲ東労組本部大会議室で、「エルダー組合員と

本部役員との意見交換会」が開催されました。交換会には、各

地本エルダー組合員と担当役員、本部からは奥山副委員長、徳

野組織部長、森担当部長と本部ＯＢ会役員の総勢45名が参加

しました。 

主催者の挨拶に立った奥山副委員長からは、本部で取り組ん

だ各職種別政策フォーラムの成果が報告されると共に、この政

策をたしろ議員の政策としていくことが報告されました。 

また、本部ＯＢ会の古川会長からは、昨年ＯＢ会が取り組ん

だ福島行動と「沖縄と連帯する旅」が報告された後、エルダー

の課題解決に向けたＯＢ会の考えが提起されました。 

討論では、エルダーの皆さんと各地本の取り組みの現状が報

告され、エルダー制度は誰が造ってきたのかの基本に関わる議

論もあり、従来にない熱い議 

論が交わされました。 

 会議の最後にたしろＤＶＤ 

を観賞後、徳野部長のまとめ 

を全体で確認し、意見交換会 

を終えました。 

 

 

 

 

 
 
 

 

12 月 5 日、大宮地本ＯＢ会は大宮総合車両センターで「松崎さん

を偲ぶ集い」を 140 名の参加者で開催しました。「松崎 明」さんが鬼

籍に入って5年、この間「松崎さんを偲び、ＯＢ会員の絆を強化する集

い」と銘打って４回開催してきました。 

今年の集会は「松崎さんの理想と実践を継承し、一切の組織破壊・

妨害を許さず、ＯＢ会員と現役組合員の絆を強化する集い」という集

会名で開催しました。 

オープニングで「心優しき鬼の生涯」のビデオを上映した後、橋詰実

行委員長と来賓から挨拶をいただき、大宮地本から「現役からの報

告」を受けました。ＯＢは、退職後は傍観者になりがちですが、現役組

合員の苦闘を共有し、連帯することの必要性を感じました。 

美世志会の「梁次邦夫」さんからも講演をいただき、松崎さんの幅

広い活動と教訓を学ぶ事が出来ました。 

また、お忙しい中「たしろかおる」参議院議員も駆けつけ、現情勢と

国会活動の報告をしていただきました。 

宇都宮・宮総・大宮・浦和支部と青年部の決意表明には、松崎さ

んの理論と実践を継承し、東労組を強化発展させる情熱が溢れてい

ました。 

今後も、ＯＢと現役の闘う団結力で、奮闘する「たしろかおる」参議

員の活動を一層支援していきます。    （大宮地本ＯＢ会） 

 

 

 

 

 

思
わ
ず
涙
が
・
・
・ 

 沖縄県営平和祈念公園の「平和の火」の前で 

「松崎さんを偲ぶ集い」を開催 

雨
に
煙
る
首
里
城 

           

（
仙
台
・
家
族
） 

初
め
て
飛
行
機
に
乗
り
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。 

 

現
地
に
行
っ
て
初
め
て
沖
縄
の
現
実
を
実
感

し
ま
し
た
。
梁
次
さ
ん
の
話
に
感
銘
し
ま
し
た
。 

（
千
葉
・
Ｏ
Ｂ
） 

座
り
込
み
を
し
て
い
る
高
齢
者
の
多
さ
に

は
、
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
こ
ん
な
機
会
で
も
な
い
限

り
、
沖
縄
に
来
ら
れ
な
か
っ
た
。
聞
く
と
見
る
と

で
は
大
違
い
。
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
ま
す
。 

（
大
宮
・
Ｏ
Ｂ
） 

久
し
ぶ
り
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
に
燃
え
た
。

梁
次
さ
ん
が
沖
縄
に
移
り
住
ん
だ
の
で
、
今
ま

で
以
上
に
基
地
建
設
反
対
の
声
を
出
そ
う
と

決
意
し
ま
し
た
。 

（
新
潟
・
家
族
） 

辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
の
取
り
組
み
に

一
般
の
市
民
、
特
に
多
く
の
女
性
の
姿
を
見
て

感
動
し
ま
し
た
。
周
り
の
人
達
に
沖
縄
の
本
当

の
姿
を
伝
え
ま
す
。 

        

参
加
者
の
感
想 

エルダー組合員と本部役員との意見交換会 


